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「ベトナムでのREDD+実施活動促進セミナー」 
について 

 
JICA開発調査 

「ベトナム国気候変動対策の森林分野における 
潜在的適地選定調査」の実践を通じて 

（社）海外林業コンサルタンツ協会  千葉 裕起 
ＪＩＣＡ開発調査団 
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開発調査の目的等 

■目的 
   気候変動緩和に関する国際的取り組みに貢献する 
   ため、AR-CDMやREDDの潜在的な適地を選定し、 
   ベトナムとしての森林分野の気候変動対策の取組 
   みの可能性を検討する。 
 

■調査期間 
   当初2009年9月～2011年5月（21ヶ月間）が、  
   約１年間延長され、 
   2009年9月～2012年3月（31ヶ月間）となる。 
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調査内容 

■主な活動 
   1. 地図情報の整備（一部延長期間業務含む） 
   2. ＮＦＩ（国家森林資源調査）データの検証 
     （延長期間業務） 
   3. REDDのリファレンス・レベル案の試算とA/R-CDM 
     及びREDDのコスト及び便益の推計 
   4. モデルランド調査 

   5. ディエンビエン省でのＲＥＤＤ＋開発のための計画 

     策定（延長期間業務） 

   6. 森林カーボン変化モニタリング手法の開発 

     （延長期間業務） 

   7. 潜在的投資者への情報提供 
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ベトナムでのREDD+実施活動促進セミナー 

■目的 
  ベトナムでのREDD+活動実施の促進を目指し、JICA
開発調査「気候変動対策の森林分野における潜在的適

地選定調査」の途中結果、及びベトナム国政府におけるＲ

ＥＤＤ＋活動実施に向けた政策・制度の整備状況や各種

ドナーによるＲＥＤＤ+関連の支援の実態等の報告 
 

■開催日 
  平成23年10月7日 

 

■参加者 
  民間企業、政府関係者、大学等を中心に約100人 
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ベトナムでのREDD+実施活動促進セミナー 

■主な発表内容 
   1. セミナーの趣旨説明及び開発調査の概要説明 
   2. ベトナムの森林分布図を基にした1990年からの 
     森林動態とRELの算出 
   3. モデルランド調査結果 

   4. ディエンビエン省のＲＥＤＤ＋開発に向けた計画 

     の策定 

   5. ベトナム国のREDD+開発の現状と将来展望 

     ー政策、取組、実施体制― 
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ベトナムでのREDD+実施活動促進セミナー 

■議論のポイント 
   １．森林減少と森林増加を分離した扱い 
     RELとRLを別々に設定 
   ２．REL/RLの設定方法： 
     ・過去データの時点数 
     ・国レベルVS準国レベル 
     ・ベトナムの実施済森林政策の扱い 
   ３．MRVとBDSの課題 

   ４．ベトナムのポリシー：植林活動はREDD+のCarbon 

     Enhancementに含まれるのか 
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１．森林減少と森林増加を分離した扱い 
Classification 

y = -191.22Ln(x) + 465.71

R2 = 0.993
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１．森林減少と森林増加を分離した扱い 

 森林減少・劣化と森林回復が起こっている場合のREL/RLの作成手法？ 
 

⇒RELとRLを分離して開発するためには、森林現況だけでなく森林変化 
 Matrixの作成が不可欠だろう。 
 GISの機能を活用し、2時点間での森林減少・増加箇所を分離して抽出。 
 2000年の森林タイプ 
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１．森林減少と森林増加を分離した扱い 

①. Reduction of emissions from deforestation. 

②. Reduction of emissions from forest degradation. 

③. Carbon stock enhancements. 

④. Conservation of forests. 

⑤. Sustainable management of forests. 

REDD(+)活動として挙げられている５つの活動 
（排出削減と蓄積増加） 
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２．REL/RLの設定方法：過去データの時点数 

 RELの開発に必要な過去の森林分布図の時点数は？ 
 

⇒Robustness（頑健性）やUncertainties（不確実性）を考慮すると3時点 
 （変化量では2時点）では少ないだろう。 

DienBien省の森林減少面積の推移（3時点から作成） 

DienBien省の森林減少面積の推移（５時点から作成） 



２．REL/RLの設定方法：国レベルvs準国レベル 
 REL作成におけるNational アプローチとSub-National アプローチの違い  

過去5年の森林
減少・劣化量を

全国集計 
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炭素の増加量 
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661プログラムの成果分 

２．REL/RLの設定方法：実施済政策の扱い 

661を加味しないRL 

炭素クレジット 

 

00～05 10～15 

現実シナリオ 

６６１プログラムを国家事情（National Circumstance）として過去トレン
ドから差し引くRLの設定の場合のモデル図 

661プログラムの成果がREDD＋活動により維持された分 



炭素の排出量 
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過去トレンドからのBAU 
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現実シナリオ 

661終了による想定森林減少分を加味したREL 

２．REL/RLの設定方法：実施済政策の扱い 

６６１プログラムの終了により６６１で造成された森林が将来消失するとし
たRELの設定の場合のモデル図 



国レベル、準国レベル、プロジェクト・レベルと
いう各レベルでＭＲＶとＢＤＳをどのように調
和させるか？ 

ネステッド・アプローチをどのようにMRVに組
み込んでいくのか？ 

BDSでどのように利益を活動参加者に配分す
るのか？ 

３．MRVとBDSの課題 



４．ベトナムのポリシー 

植林活動はCarbon Enhancementに含まれる
のか？ 
 
 
       ベトナム政府は未決定 
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ご静聴有り難うございました。 
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